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塗粋Rシ ン十一可溶の特性を生介
速乾性のエポキシとび止めてづ。

エポマイrしドは、
した終いやづい、

特殊変性エポキシ樹脂の特性

付着性
素材および1日塗膜に対し、強力な付着性を発揮します。

低臭
塗料用シンナー可溶タイプのため、臭気|よマイル ドで

優しいです。

作業性
|よけ塗り作業性は、30P並 みで、塗りやすしヽです。

旧塗膜適応性
活膜の旧塗膜をリフティング 溶 解させることなく、
安心して塗装できます。

防さび顔メ

防せい性
塩水噴霧および耐複合t

において、優れた防せし

安全性
鉛 ク ロムなど有害な慨
ので、安全性に優れまつ

〇 特

防

●特殊変性エポキシ構
形成、水分をしゃ出
●特殊変性エポキシ構
合、強力に付着。
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]を示します。

!しヽ顔料を含みません

変性エポキシ樹脂

い顔料

:が自己架橋し、ち密な塗膜を

子と防せい顔料が金属素地と結

その他の特性

無希釈
無希釈で塗装ができ、膜厚管理が容易です。

上塗適応性
各種の上塗塗料が塗装可能です。

上塗りの美ししヽつや 仕 上りが得られます。

乾燥性
速乾性ですので、3時間 (23℃)の インターバル

で上塗りができます。

一
液 ・取扱い
一液の指定可燃物 (非危険物)で すから

保管 取 扱い画で有利です。

F☆☆☆☆
ホルムアルデヒド放散等級分類は規制対象外です。

●用途

建築物 :鉄鋼構造物 空 調機器 階 段手摺 屋 根 ダ クト

プラント:各種タンク (外画)・ パイプ類

鉄塔 i鉄塔 ・看板

シャッター ・歩行部位への塗装は避けてくださしヽ。

●適用素地

鉄骨 鋼 板 ・トタン、カラー トタン ・電気亜鉛めっき鋼板 ス テンレス鋼板

ア )レミ三 ウム板        (ど 8蹟 け溶融亜鉛めっき鋼材、塩化ビニル被覆鋼板は不適)

●適用旧塗膜

合板樹脂調合ペイント・アクリルアルキド樹脂塗料 ポ リウレタン樹脂塗料

塩 化 ゴム樹 脂 塗 料           (シ リコン棚 旨塗料 ふつ素樹丹旨塗料は不適)

●適用上塗塗料

合成樹脂調合ベイント(鉄鋼構造物のみ適用)・アクリルアルキド樹脂塗料

ポリウレタン樹脂塗料

3時 間で上塗りOK



性能比較表

項>ト ギ |
十  _液 形

エポマイル ド エ ポキシ樹脂
|さび止め塗料 言番筈暑畳忌1       試験方法

塗装作業性 ○ □ □ 」IS K 56フ 4 65に よる は|ナ塗り

乾燥時間(h)

5℃

指触乾燥 0 フ 0 5

硬化せす

」IS K56フ4 66に よる
100″ mア プリケーター塗布

帥一呻
23℃

指触乾燥 0 5 0 2 08

帥一帥塗膜の外観 異常なし 異常なし 異常なし 』IS K 56フ4 6フ による

光沢 (60度 ) 40 4 0 100 100μ mガ ラス板塗布1日後演」定

上塗り適合性 異常なし 異常なし 異常なし 」IS K 56フ4 68に よる

耐屈曲性 異常なし われ発生 異常なし 」iSK 5674 69に よるo6mm

耐衝撃性 異常なし われ発生 異常なし
』IS  K  5 6 0 0 - 5 - 3デ ュポン式による
500g 2oOmm

付着安定性 異常なし 異常なし 異常なし 」IS K 56フ 4 610に よる

耐水性 異常なし 異常なし 異常なし
』iS K 5600-6-2に よる
素材 !軟鋼板 浸 漬 ]44時 間

耐中性塩水

噴 霧 試 験

軟鋼板 ○ □―△ ○
」IS K 5600-7-]に よる
塩水噴霧 240時 間

上塗り !]液ワイドウレタン亜鉛鉄板 ○ ① ○

さび面 ○―□ △ ○一□

耐複含サイクル防食性 異常なし 異常なし 異常なし 」IS K 56フ4 61]に よる 36サ イクル

加熱残分 (%) フ10 660 780 」IS K 56フ4 6.12に よる

塗膜中の鉛   (%) 006以 下 006以 下 006以 下 」IS K 56フ4 613に よる (006以 下)

塗膜中のクロム  (%) 003以 下 003以 下 003以 下 」iSK 5674 614に よる (003以 下)

防せい性    (%) 異常なし 異常なし 異常なし
』iS K 56フ4 615に よる
屋外暴露24ヵ 月

」lS K-5674 鉛  ク ロムフリーさび止めベイント等に準じる試験

臭気 ○→□ X × 臭覚による判定

希釈剤 (塗料用シンナー) 塗料用シンナー エポキシシンナ

希釈率 00/0 200/9 10%

膜厚 (μm) 40 2 1 35 0.1 4kg/me塗 付

たるみ性 (μm) 200 ]50 200 塗装時の粘度

旧塗膜適合性 ○ □ □
合成樹脂調合ベイント塗装2日後に
さび止め塗装

消防法表示

危険物分類(第四類) 指定可燃物 第二石油類
第一石油類
(第一石油類)

危険等級 I
(危険等級 I)

第二種
(第二種)

(  )内 は、硬化剤の表示

危険等級 可燃性液体類 危険等級Ill l
一

第三種  |有機溶剤区分 第三種

優←○□△×→劣



項目 内容

樹脂 特殊変性エポキシ樹脂

顔料 無公害性防せい顔料

密度(23℃ ) 137g/rnl

粘度(23℃ ) 950へ ′],350mPa s

引火点 42℃

詔

Ⅷ 塗料性状 塗装基準

容量  1    1 6kg・ 4kg

色相  1  赤 さび色、グレー、白

※グレーの色相は、日塗工DN‐80(マ ンセルN-8)です。

標 準 塗 装 仕 様 (オ
ール5弓溶剤形塗料による塗装仕様)

●鉄鋼構造物 ・ダクト・パイプ・・…・ウレタン仕上げ

●上塗りには、エポーレ、アクリルバーン、メタルトップ、エスコートホープDX、 ]液ワイドウレタン、
塗装も可能です。
●エポーレ、メタルトップを塗装する場合には、塗装間隔を16時間以上 (23℃)取 つてください。

●屋根……・ウレタン仕上げ

■素地 :トタン・カラートタン・アルミニウム板

l液ワイドシリコン、ワイドシリコンの

:    ャ

●上塗りには、エポーレ、アクリルエポーレ、サンルーフ、1液ワイドシリコン、ワイドシリコンの塗装も可能です。
本仕様の塗装間隔時間 (16時間以上)は 厳守してくださしヽ。

●エアレス条件
(=り 3苫詳罷吾増留蒜吾ま 撃 圧12～20M Pa、 吐出里06L/min以 上 )

(注)■ さび落としは、金属素地が露出するまで、ケレンしてください。
■エボマイルドの塗付量が少ないと、防せい性及び付着性が低下しますので、必す標準塗付量 (012～ 0 16kg/汗 )を 塗装して膜厚
(32～45μ m)を 確保してください。エッジ部、凹凸画 (40μm以上)な どは増し塗りしてください。
■塗付量は、標準的な数値です。素地の形状や状態、塗装方法、環境などによつて増減することがあります。

項目 内容

乾燥時間

5℃ 指角昭 0分、硬化4時 間

23℃ 指触30分 、硬化2時間

30℃ 指触20分 、硬化15時 間

※
塗装間隔

8時間以上

3時間以上

2時間以上

標準塗付量 012～ 0 16kg/mγ 回

標準膜厚 32～ 45μ  m

塗装方法 はけ、□―ラー、エアレス

希釈 な し

※塗装間隔は、弱浴剤形塗料が塗装可能な時間です。(屋根塗装の場合は異なります。)

■素地 :鉄鋼面 ・ステンレス鋼面

工程 塗料
調 含
(重里比)

標準塗付豊
(k宮/mγ回)

塗回数
塗装間隔
(23℃)

塗装方法

素地調整
●ディスクサンダー、ワイヤホイルなどの動力工具を主体とし、スクレーパー、ワイヤブラシ、研磨布などの
手工具を併用して、さび、黒皮、油分、付着物などを除去する。 (」ASS18鉄 画素地調整2種 )

下塗り エポマイ)レド 100 012～ 016 ]～ 2 3時 間以上 り
り

り
塗
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上塗り
ワイドウレタン
塗料用シンナー

100
5～20

012～ 0]フ 2
3時間以上
フ日以内

|よ|ナ塗り
□一ラー塗り
エアレス塗り

工程 塗料
調 合
(重豊比)

標準塗付塁
(kg/m2/回 )

塗回数
塗装間隔
(23℃)

塗装方法

素地調整

●トタンのさび、劣化塗膜、汚れ、付着物を皮すき、ワイヤブラシ、研磨布、
油類は、溶斉」ぶきで除去する。または、高圧水洗で除去、清掃する。
●素地は十分に乾燥させる。

サンダーなどを用いて除去する。

下塗り エボマイルド  |  ]00 O12～ 016 l～ 2 16時 間以上 り
り

り
塗
塗

塗

一
ス

け
ラ
レ

は

一
ア
□
工

上塗り
ワイドルーフ

塗料用シンナー
100

5～ 20
012～ 01フ 2

]6時間以上
7日以内

り
り

り
塗
塗

塗

一
ス

け
ラ
レ

は

一
ア
ロ
エ



【注意事項】

塗装上の注意

●気温5℃以下、湿度850/9以上の場合は、塗装を避けてくださしヽ。

●降雨 降 雪 結 露の恐れがある場合は、塗装を避けてくださしヽ。

●使用前に十分かくはんし、内容物を均一にしてから塗装してください。

●粘度調整が必要な場合|よ、塗料用シンナーをこ使用ください。尚、希釈は50/0以内としてください。

●過乗けの希釈|よ、乾燥が遅れ、たるみを生じますので注意してくださしヽ。

●方香族系溶剤などで希釈しますと旧塗膜を侵す場合がありますので注意してください。

●塗装間隔は所定の時間を厳守してくださしヽ。硬化が不十分な場合、再溶解する場合があります。

●エアレス塗装の場合、ミスト汚染防止に|よ、十分配慮してください。

●水、アルコール系溶斉」の混入は絶対に避けてください。

●使用後の塗装器具|よ、できるだけ早く塗料用シンナーで洗浄してくださしヽ。

取扱い上の注意

●引火性の液体ですので、火気のあるところで|よ使用しないでくださしヽ。

●吸入すると有機溶斉」中毒を起こす恐れがありますから、換気をよくし、蒸気 ス プレーミストを吸い込まないよう必す保護具を着用してくださしヽ。

●取扱作業場所に|よ、局所排気装置を設けてください。

●取扱い中は、皮膚に触れないようにし、必要に応じて下記の保護具を着用してくださしヽ。

有機ガス用防毒マスクまたは送気マスク 頭 巾 保 護めがね 長 袖の作業衣 え り巻きタオル 保 護手袋 前 推Hナなど。

●スプレーミストや臭い 蒸 気などが、居住者 隣 家 車 輌などに、飛散しないように留意し、十分な養生を行つてください。

また、屋外で使用する場合は、家屋の換気回、空気取り入れ回などから溶斉」蒸気が室内に入らないように目張りなどをしてください。

●臭いは、食料品 飲 食器 衣 類などに、うつる場合がありますので、作業場所から遠ざけるまた|よ、養生するなど、十分に注意してください。

●容器から出すときは、こぼれなしヽようにしてください。もしこぼれた場合には、布で拭き取つて、水の入つた容器に保管してくださしヽ。

●皮膚に付着した場合に|よ、直ちに多量の石けん水で洗しヽ落とし、痛みまた|よ外観に変化があるときに|よ、医師の診察を受けてくださしヽ。

●蒸気 臭 しヽなどを吸しヽ込んで気分が悪くなつたときには、空気の清浄な場所で安静にし、医師の診察を受けてください。

●目に入つた場合には、直ちに多量の流水で洗しヽ、できるだけ早く医師の診察を受けてください。

●誤つて飲み込んだ時には、直ちに医師の診察を受けてくださしヽ。

●取扱しヽ後は、手洗い う がい 鼻 了し洗浄を十分に行つてください。

●容器は密栓し、40℃ 以下で子供の手の届かなしヽ場所を定めて保管してください。

特に下記場所の保管は避けてくださしヽ。

雨水や直射日光の当たる場所 高 温多湿の場所 潮 風の当たる場所 凍 結の恐れのある場所など

●火災時には炭酸ガス消火器、泡消火器または粉末消火器を用しヽ初期消火をしてください。

●捨てる時には、産業廃棄物として処分してください。

■詳細な内容が必要なときには、製品安全データシート(MSDS)を こ参PRくださしヽ。

■カタログに記載されていない素地や塗装仕様で塗装される場合|よ、塗膜欠陥を起こすことがありますので、使用する前に最寄りの営業所にお間い

合わせください。
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抑一一プ中
技 術 本 部 〒 5100851二 重県四日市市塩浜町1 a059‐ 346‐1116  FAX059-346-4585

札 幌 支 店 a o 1 3 3‐6 0 6 3 1 1  東 京 支 店 8 o 3‐5 6 6 1‐2 2 1 1  名 古 屋 支 店 8 o 5 2‐4 1 1‐1 2 5 5  取 扱店

大 阪 支 店 8 0 7 2‐8 6 2‐1 6 0 1  広 島 支 店 8 o 8 2 2 7 7‐1 1 1 6  四 国 支 店 8 o 8 7 7 2 4 4 6 2 1

九 ナN 5を に章  8092-938‐0071

仙 台 出 張 所 8 o 2 2 4 8 2 1 6 3 3  郡 山 出張 所 8 0 2 4 9 5 6 3 3 0 6  新 潟 営 業 所 なo 2 5‐2 7 1 2 3 4 5

北関東営業所 8 o 4 9 3 5 7 0 0 2 0  千 葉 出張 所 8 0 4 3‐4 8 6‐0 0 9 6  多 摩 出 張 所 8 0 4 2‐5 8 1‐2 1 5 5

横 浜 出 張 所 8 o 4 5‐7 8 8 8 7 1 4  金 沢 営 業 所 8 0 7 6‐2 6 7‐1 9 2 2  静 岡 営 業 所 8 0 5 4‐2 3 6‐0 8 2 5

二 重 出 張 所 a o 5 9  3 9 7  6 1 1 5  平野 営 業 所 8 0 6 6 7 9 1 6 2 9 1  播 磨 営 業 所 8 o 7 9 1 6 7 1 4 6 8

岡 山 出 張 所 8 0 8 6‐4 7 0 2 8 0 8  松 山 出張 所 a o 8 9‐9 2 2‐0 5 7 7  北 九州出張所 a o 9 3‐5 6 2‐1 5 0 3

熊 本 出 張 所 な 0 9 6 2 3 7 3 3 4 2  宮 崎 出張 所 8 0 9 8 5 5 0 6 8 4 0  鹿 児島出張所 8 0 9 9 2 6 8 5 2 0 8

沖 縄 営 業 所 8 0 9 8 - 8 8 4‐6 0 5 4

iS0 9001認証取得 臨一“蓉中加蜘
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